
1.はじめに
近年、ユビキタスネットワーク技術により、ヒトの身

の回りにあるモノをネットワークで接続する研究が盛んに
行われてきており、ネットワークが「黒子」として裏方で
働くことにより、人々に様々な魅力あるサービスを提供し
ようとしている[1]。我々は、人々の家庭内生活と、家庭の
中にある家電(アプライアンス)との関係に注目し、単にア
プライアンスをネットワークにより接続するだけではな
く、アプライアンスの持つ機能単位にネットワークに接続
し、それらの機能を組み合わせることが可能な枠組みを構
築している[2]。我々のゆかり( UKARI : Universal Knowl-
edgeable Architecture for Real-LIfe appliances )プロジェクト
では、家庭内の生活における情報を蓄積し、単機能化した
情報家電と組み合わせることにより、初めて実現すること
が可能となる新たなサービスを構築している。その中で、
本稿では、家庭内におけるヒトの「忘れ物」に注目し、ヒ
トやアプライアンスを位置エネルギーにより表現すること
により、探し物の支援を行う事ができる探し物サービスに
ついて提案する。
ゆかりプロジェクトでは、センサアプライアンスから

の情報を元に、複数のヒト、アプライアンス、及びヒトと
モノ(アプライアンスも含む)との関係を、確信度とともに
分散環境行動DBに蓄積し、これを元に様々なサービスを
生成するというユビキタスインタフェース設計のためのフ
レームワークを提案する[3]。このフレームワークでは、生
成されたサービスの効果に関する評価を行い、有効性を確
かめることも可能である。このフレームワークの中で、ヒ
トやアプライアンスに対して、位置エネルギーによる場モ
デルを定義し、それらの相互関係から、アプライアンスを
制御することにより、新たなサービスを提供しようとして
いる[4]。具体的には、電話等による外部からの情報流入や
イベントの発生を情報流エネルギーとして扱い、アプライ
アンスにおいて、情報流エネルギーと位置エネルギーとの

間で相互に変換しつつ、サービスを提供するものである。

2. 探し物とインタラプション
我々は、家庭の中でヒトの「忘れ物」に注目し、ヒトが

それを探す行為を支援するためのサービスを実現する。こ
こでは「忘れ物」として、モノを置き忘れるような物質的
な問題のみに限定するのではなく、ヒトがその時に行って
いた行動や作業までも取り扱い、元の状態に戻ることを支
援したいと考えている。モノに関しては、新垣らはモノを
なくす原因について、行動におけるエラー、状態の変更、検
索時のエラーの三つに分類し、これらの原因は他者による
割り込みと行動系列の変更であるとしている[5]。ここで言
う割り込み(インタラプション)とは、我々のフレームワー
クではイベント発生等による情報流エネルギーとして取り
扱うことができる。我々は、このインタラプションだけで
はなく、ヒトの状況の変化について着目し、これらを位置
エネルギーによる場モデルを用いて整理する。位置エネル
ギーの場は、分散環境行動DBに確信度とともに蓄積され
ているヒトの行動や作業の履歴を利用してを生成すること
が可能である。これらのエネルギー場による表現を用い
て、我々は「探し物サービス」と名付けたアプリケーショ
ンを提案する。

3. 探し物サービス
探し物サービス全体のデータフローを図１に示す。探

し物サービス実現のためには、大きく分けて、「忘れ物」の
きっかけとなるインタラプションの検出、「忘れ物」をする
直前の状態を記憶するためのヒトの状況の保存、ヒトがイ
ンタラプションの原因に対して何かしらの処置を行うイン
タラプションへの対応、及び、ヒトが「忘れ物」をしてい
ないかどうかを確かめるための状況復帰の検出、の 4 ス
テージの実現が必要となる。以下、各ステージの実現方法
について順に述べる。

3.1 インタラプションの検出
我々は、電話等による外部からの情報流入や、洗濯が

終了した等のイベントの発生を分散環境情報DBから検出
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し、そこで情報流エネルギーが増大しているものとして扱
う。情報流エネルギーの増大が、ヒトの五感に影響を与え
る形となって現れた場合には、インタラプションとなる。
また、この情報流エネルギーの増加分を消費することが、
即ちサービスの実現であると考える。

3.2 ヒトの状況の保存
インタラプションが発生した場合には、そのインタラ

プションの影響を受けるヒトが「忘れ物」をする可能性が
ある。よって、その時のヒトの周囲の状況を保存しておく
必要がある。そこで我々は、この状況を場として忘れ物候
補DBに保存する。即ち、ヒトの位置エネルギーとの相互
作用があるモノ(アプライアンス)の状態を場として保存す
る。例えばこの状態には、ヒトが見ていたTVのチャンネ
ルやボリューム、PDAで編集していた文章、といったもの
が含まれる。

3.3 インタラプションへの対応
ヒトがインタラプションを無視したり、他のヒトに対

処を任せた場合には、「忘れ物」の原因とはならない。ヒト
が対応した場合に、初めて「忘れ物」が発生する可能性が
出てくる。上述のエネルギーの定義によれば、情報流エネ
ルギーとヒトの位置エネルギーの相互作用が十分に大きく
なった場合に、ヒトは現在インタラプションへ対応してい
ると考える事ができる。忘れ物候補となるモノは、ヒトが
この対応を行っている時点で、ヒトから離れている(物理的
に、または、情報空間の上で)はずであるので、ヒトの位置

エネルギーとの相互作用が低くなっていると考えられる。
ヒトの位置エネルギーとの相互作用が高いままであるモノ
は、ヒトが身に付けている等の理由により、忘れ物とはな
らないため、忘れ物候補DBから削除できる。

3.4 状況復帰の検出
ヒトがインタラプションへの対応を終え、以前持って

いたモノを持ったり、行っていた作業を再開しようとする
場合、3.2で保存した状況に正しく戻ることが望ましい。そ
こで、現在のヒトの状況、すなわちヒトの位置エネルギー
との相互作用があるモノの状態を、保存した状況と比較す
る。比較した結果、相互作用の量がほぼ同じであれば、ヒ
トは「忘れ物」をすることなく、元の状況に戻ることがで
きたと判断できるため、忘れ物候補DBから削除する。逆
に、場に違いがある場合には、その違いが忘れ物候補とな
る。
その後ヒトから明示的な探し物の指示があった場合に

は、3.2で保存した状況を元に作成された忘れ物候補を音声
やテキスト表示により提示する（探し物サービスの提供）。
このサービスが示した忘れ物をヒトが手に取れば、成功し
たと評価し、そうでなければ間違っていたと評価し、サー
ビス履歴DBに記録する。

4. おわりに
我々は家庭内におけるヒトの「忘れ物」に注目し、「探

し物サービス」の実現に関する提案を行った。今後は実験
ハウスにおいて、位置エネルギーによる場モデルとともに
この探し物サービスを実現し、その評価を行っていく予定
である。探し物サービスのサービス実現の方法について
は、子供メタファによるロボットとの会話インタフェース
や、母親メタファを使った音声インタフェースを候補とし
て考えている。
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